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いまこそ、社会保障･社会福祉の原理・原則を！ 

●全５巻セット 15,500 円（税・送料込） 

 

第 1 巻  社会問題論  

第 2 巻  社会保障論   

第 3 巻  社会福祉論 

第 4 巻  Ⅰ 地域福祉と社会福祉協議会 

第 4 巻  Ⅱ 民間社会福祉論 

第 5 巻  Ⅰ 福祉労働論  Ⅱ 社会福祉運動論 

第 4 巻  Ⅲ 部落問題論 
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第30回合宿研究会

～真田理論の 的意義を問う～「現場」

【総合社会福祉研究所】
〒543-0055　大阪市天王寺区悲田院町8－12国労南近畿会館３階
TEL：06-6779-4894　FAX：06-6779-4895　mail : mail@sosyaken.jp

京都・JR二条駅から徒歩1分

目の前の日々をこなすことに必死な福祉現場ですが、そうした今だ
からこそ、社会保障・社会福祉の原理・原則に立ち戻り、ヒントを得
て、議論できる場が求められているのではないでしょうか。
総合社会福祉研究所初代理事長の真田是さん（立命館大学名誉教授）

が亡くなって20年の節目でもあるいま、若手研究者のみなさんから、
「真田理論」の魅力を語っていただきながら、それを福祉現場にどう
活かしていくか、研究者と現場のみなさんとともに考えたいと思いま
す。

日　時： 2026年１月12日（月・祝） 
 13時～16時半（仮）

報告者： 大原ゆいさん（大谷大学）、北垣智基さん（天理大学）、佐々
木宏さん（北海道大学）、深谷弘和さん（天理大学）、ほか
福祉現場からの報告を予定しています。

会　場： 仏教大学二条キャンパス701 
（オンライン配信も予定しています）

※ 詳細が決まり次第随時ご案内いたします。あらためて、『真田著作集』もご案
内させていただきます（本誌広告参照）。

会場が決まりました！



最後までここで暮らしたい最後までここで暮らしたい
中山間地域の小規模多機能ホーム・すずらん川合中山間地域の小規模多機能ホーム・すずらん川合

　島根県大
おおだ

田市にある「すずらん川合」は、南東にある三
さんべさん

瓶山方面、南西にある石
いわみ

見銀
ぎんざん

山方面
の山間部地域を主に対象とする、定員29名の小規模多機能ホームです。通い（デイサービス）、
訪問（ホームヘルプ）、宿泊（ショートステイ）、介護サービス計画作成、の４つの機能を組み合
わせて、24時間365日、切れ目なく利用者の生活を支えています。



　現在（９月時点）の登録利用者は20名で、半数がひとり暮らしです。施設長の山室まことさ
ん（４ページ写真）は「職員の確保がむずかしく、なかなか利用者を増やせないきびしい状況
があります。いっぽうで、在宅の高齢者が少なくなっている状況もあります」と話されます。
出雲や松江の都市部のサービス付き高齢者向け住宅（サ高住）に入居する人がどんどん増え、
在宅の高齢者が減り、地域のデイサービスや小規模多機能型居宅介護の利用がいっぱいになら
ないとのことです。



　山間部の人口減少、高齢化が急速にすすむなか、診療所がなくなり、買い物ができる店もな
くなり、介護事業所やヘルパーも来てくれなくなっています。いっぽうで、都市部にはどんど
んサ高住がつくられ、特養やグループホームなどの入所施設も空きが出てくるようになってい
ます。在宅で住み続けることがむずかしくなるなか、離れて暮らす娘や息子から、はやめに都
市部の施設への入居を勧められるケースもあります。山室さんは、「すずらん川合にきて、通
いや配食を利用したりして、いまの生活でなんとかやっているのに、まったく知らない地域の
施設に行けと言われて、行きたくない、とここで涙を流す人もいます」と話されます。　



　すずらん川合を運営する「企業組合しまね就労福祉事業団」は、1979年に「大田市中高齢
者事業団」として発足しました。第二次世界大戦後、国は失業対策事業（失対事業）を開始し、
そこで働く日雇い労働者を中心に組織されたのが「全日本自由労働組合」（現在の全日本建設交
運一般労働組合：建交労）です。その後、国の失対事業が廃止されるなか、全国で事業団づくり
がはじまり、「大田市中高齢者事業団」が設立されました。特集のなかでは、「中高齢者の仕事
づくり」からスタートした「しまね就労福祉事業団」が福祉事業をおこなうようになった経過
や、福祉事業への思いについて紹介しています。� （写真・文　申　佳弥）
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利用者と職員両方の
人権を守りたい
─「恵問題」と向き合って─

　　丹羽　渉株式会社INNOVEL　HEALTHCARE　相談支援イノベル
全国福祉保育労働組合東海地方本部　イノベルあいち分会

私
は
現
在
、
相
談
員
兼
事
業
所
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
障
害
福
祉
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
二
〇

二
〇
年
に
株
式
会
社
「
恵め

ぐ
み」

の
運
営
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
支
援
員
と
し
て
入
職
し
、
そ
の
後
、
管

理
者
を
経
て
、
現
在
の
職
務
に
就
い
て
い
ま
す
。
事
業
所
の
運
営
管
理
を
は
じ
め
、
地
域
資
源
や
自
立

支
援
協
議
会
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
相
談
員
と
し
て
は
、
主
に
発

達
障
害
児
・
医
療
的
ケ
ア
児
を
含
む
障
害
児
分
野
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
「
恵
」
で
発
覚
し
た
食
材
費
の
過
剰
徴
収
、
い
わ
ゆ
る
「
恵
問
題
」
は
、
二
〇
二
三
年
夏

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
報
道
で
明
ら
か
に
な
り
、
利
用
者
や
家
族
、
職
員
の
間
で
大
き
な
波
紋
を
呼
び
ま
し

た
。
利
用
継
続
や
雇
用
の
保
障
を
求
め
る
声
が
上
が
る
な
か
、
外
部
の
障
害
者
支
援
団
体
「
き
ょ
う
さ

れ
ん
」
へ
支
援
を
求
め
た
こ
と
が
、
私
が
組
合
活
動
に
か
か
わ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

問
題
は
食
材
費
の
過
剰
徴
収
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
員
配
置
基
準
や
運
営
基
準
違
反
、
利
用
者
の
権
利

侵
害
な
ど
、
事
業
運
営
全
体
に
お
よ
ぶ
も
の
で
し
た
。
き
ょ
う
さ
れ
ん
、
愛
知
県
障
害
者
（
児
）
の
生

活
と
権
利
を
守
る
連
絡
協
議
会
（
愛
障
協
）、
全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
（
福
祉
保
育
労
）
の
三
団
体
と

協
議
を
重
ね
る
な
か
で
、「
恵
問
題
」
へ
の
対
応
を
目
的
と
し
た
対
策
委
員
会
の
立
ち
上
げ
、
福
祉
保

育
労
へ
の
加
入
と
分
会
の
設
立
に
携
わ
り
ま
し
た
。
主
に
は
、
厚
生
労
働
省
、
愛
知
県
、
名
古
屋
市
、

豊
明
市
、
各
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
情
報
共
有
や
現
状
報
告
な
ど
、
水
面
下
で
の
活
動
を

続
け
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
は
通
常
業
務
と
並
行
し
て
お
こ
な
っ
て
い
た
た
め
、
周
囲
の
批
判
や
偏
向
報
道
の
影

響
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
家
族
や
知
人
か
ら
は
「
は
や
く
辞
め
た
ほ
う
が
い
い
」
と
心
配
さ
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れ
、
ま
た
、
自
治
体
や
自
立
支
援
協
議
会
か
ら
会
議
に
呼
ば
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
法
人
内
で
は
情
報
を
リ
ー
ク
し
た
犯
人
探
し
が
続
く
な
ど
、
精
神
的
に
孤
立
し
や
す
く
、
非
常
に

苦
し
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
、
三
団
体
の
方
々
は
常
に
こ
こ
ろ
の
支
え
と
な
り
、
と
も

に
活
動
す
る
組
合
員
の
仲
間
の
存
在
が
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
一
人
で
は
到
底
乗
り
越
え
ら
れ

な
か
っ
た
困
難
を
、
仲
間
と
と
も
に
支
え
合
い
な
が
ら
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
経
験
を
通
し
て
、
自
分
自
身
も
正
し
い
知
識
を
学
び
、
専
門
性
を
高
め
る
貴
重
な
機
会
を
得
ま

し
た
。
と
く
に
、
権
利
擁
護
や
意
思
決
定
支
援
の
重
要
性
に
触
れ
る
こ
と
が
多
く
、
現
在
の
実
践
を
支

え
る
指
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。
思
い
だ
け
が
先
走
り
、
正
確
な
知
識
に
基
づ
か
な
い
我
流
の
支
援
で
は

虐
待
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
数
字
や
効
率
ば
か
り
を
追
え
ば
、
利
用
者
の
安
心
・

安
全
は
守
れ
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。「
恵
問
題
」
は
、
単
な
る
一
法
人
の
不
正
に
と
ど
ま
ら
ず
、

福
祉
業
界
に
ま
ん
延
す
る
「
障
害
者
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
い
う
社
会
的
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。「
恵
問
題
」
に
限
ら
ず
、
福
祉
の
本
質
を
理
解
し
な
い
経
営
や
、
利
益
を
優
先
す
る
姿
勢
、

ず
さ
ん
な
運
営
体
質
な
ど
が
、
今
後
さ
ら
に
表
面
化
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
発
達
障
害
児
支
援
や
医
療
的
ケ
ア
児
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
知
識
と
経
験
を

重
ね
な
が
ら
、
相
談
支
援
専
門
員
と
し
て
の
実
践
を
積
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
社
会
的

課
題
を
研
究
し
続
け
、
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
学
問
的
視
点
を
も
つ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

にわ　わたる

　2020年、株式会社「恵」が運営する障害福祉サービス・共同生
活援助（グループホーム）の支援員として入職。管理者を経て兼
務しながら事業所アドバイザーへ就任。2025年３月に、株式会社

「 恵 」 の ほ ぼ す べ て の 事 業 所、 利 用 者、 職 員 が、INNOVEL 
HEALTHCAREに一括承継され、引き続きアドバイザーと相談員
を兼務している。
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山
陰
地
方
に
位
置
す
る
島
根
県
。
日
本
海
に
接
す
る
北
部
は
シ
ジ
ミ
で
有
名
な
宍し

ん
じ
こ

道
湖
を
有
し
漁
業
が
盛
ん
な
い
っ
ぽ

う
、
内
陸
部
に
は
中
国
山
地
が
連
な
り
、
県
面
積
の
七
八
％
が
森
林
で
す
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
は
、
農
林

水
産
業
を
中
心
に
、
中
山
間
地
域
で
は
「
た
た
ら
製
鉄
」、
東
部
の
出い

ず
も雲

地
方
で
は
繊
維
産
業
、
西
部
の
石い

わ
み見

地
方
で
は
石せ

き

州し
ゅ
う
ば
ん
し

半
紙
と
呼
ば
れ
る
和
紙
製
造
が
発
展
し
ま
し
た
。
大
正
時
代
に
は
繊
維
産
業
が
中
心
と
な
り
、
他
県
の
繊
維
企
業
が
島
根

県
に
進
出
す
る
な
ど
、
島
根
県
は
繊
維
産
業
の
重
要
な
生
産
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
家
電

製
品
な
ど
に
対
す
る
需
要
の
拡
大
を
受
け
、
数
多
く
の
電
子
機
器
会
社
が
島
根
県
に
進
出
し
、
電
気
機
械
産
業
は
現
在
も
島

根
県
の
主
要
な
も
の
づ
く
り
産
業
の
一
つ
で
す
。
日
本
の
他
の
地
方
都
市
と
同
様
、
日
本
の
産
業
構
造
の
変
化
に
合
わ
せ
、

大
企
業
の
工
場
を
誘
致
す
る
か
た
ち
で
、
住
民
の
雇
用
創
出
を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
。

い
っ
ぽ
う
で
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
「
過
疎
」
と
い
う
言
葉
は
、
島
根
県
匹ひ

き
み見
町
（
現
・
益
田
市
）
が
発

祥
で
あ
る
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。
二
〇
二
五
年
一
〇
月
一
日
現

在
の
島
根
県
の
推
計
人
口
は
六
三
万
三
一
〇
五
人
と
、
一
〇
年
前
の
二
〇
一
五
年
と
く
ら
べ
て
、
六
万
人
以
上
減
少
し
て
い

ま
す
。
県
全
体
の
高
齢
化
率
は
三
五
・
二
％
（
二
〇
二
四
年
一
〇
月
一
日
時
点
）
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は
五
割
に
達
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

本
誌
二
〇
二
五
年
二
月
号
の
特
集
で
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
関
耕
平
さ
ん
（
島
根
大
学
教
授
）
は
、
こ
う
し
た
島
根
県
の

特集特集

島
根
で
暮
ら
し
、
働
き
、
育
て
る
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状
況
に
つ
い
て
、「
島
根
県
は
日
本
で
最
も
は
や
い
時
期
か
ら
地
域
社
会
の
『
解
体
』
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
い
っ
ぽ
う
、

最
も
は
や
く
地
域
の
『
再
生
』
へ
の
と
り
く
み
が
は
じ
ま
っ
た
の
も
島
根
県
で
す
」
と
し
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、「
小
さ
な

拠
点
」
づ
く
り
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
号
の
特
集
で
は
、
も
う
す
こ
し
く
わ
し
く
島
根
県
内
の
地

域
の
課
題
や
と
り
く
み
を
学
ぼ
う
と
、
島
根
県
大お

お
だ田

市
、
江ご

う
つ津

市
、
雲う

ん
な
ん南

市
内
の
地
域
に
う
か
が
い
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
い
ま
地
域

に
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
を
大
切
に
し
た
い
、
こ
の
地
域
で
生

ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
、
地
域
の
魅

力
を
守
り
た
い
、
と
奮
闘
す
る
方
々
に
出
会
い
、
小
さ
な
地
域

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
と
り
く
み
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
う
か
が
い

ま
し
た
。「
企
業
組
合
し
ま
ね
就
労
福
祉
事
業
団
」
で
は
、
民

間
企
業
が
目
を
向
け
な
い
山
間
部
に
お
い
て
、
住
民
の
ニ
ー
ズ

を
労
働
組
合
と
し
て
行
政
に
届
け
、
そ
れ
を
地
域
の
仕
事
に
し

て
い
く
と
り
く
み
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
地
域
で
暮
ら
し
、
働

き
、
育
て
る
と
い
う
営
み
を
、
島
根
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
と
り
く

み
か
ら
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
編
集
主
任　

申　

佳
弥
）
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